
平成２７年度 第１回図書館業務専門講座 開催要項 

 

１ 目的 

子どもたちと本を繋ぐ図書館員の役割や児童図書室の運営の基礎を学び、公共図書館の児

童サービスを考える。 

 

２ 演題 

「子どもと本の出会いをつくる ～児童図書館員としてやるべきこと～」（仮） 

 

３ 講師 

杉山 きく子 氏（公益財団法人東京子ども図書館） 

 

 

 

 

 

 

４ 内容 

児童サービスを担当する図書館員は、子どもを知り、子どもの本を知ることが重要である。

児童サービスに携わる図書館員としての心構えや、蔵書構築、レファレンス、フロアワーク

等の基本的な仕事、学校図書館との連携等について学び、公共図書館の児童サービスを考え

る。また、講義に加えグループワークを行う。下記の課題図書について各自発表し、メンバ

ーで話し合いを行う。 

 

※事前課題あり。参加者は下記の課題図書を事前に読み参加すること。 

 

 

 

 

 

 

５ 日時 

平成２７年７月１４日（火）午前１０時３０分から午後３時３０分まで 

（午前１０時００分 受付開始） 

 

６  会場 

鳥取県立図書館 大研修室（鳥取市尚徳町１０１  電話：０８５７－２６－８１５５） 

 

７ 参加対象 

県内図書館関係者、学校図書館関係者等 

  

８  講義日程 

10:00  10:30            12:30    13:30           15:30    

受付  講 義 休 憩 講義または演習 

 

〈問い合わせ先〉 

鳥取県立図書館  

支援協力課 くらし・産業支援担当 三田 

電 話：０８５７－２６－８１５５  

ﾌｧｸｼﾐﾘ：０８５７－２２－２９９６ 

電子ﾒｰﾙ：mita-y@pref.tottori.jp 

東京都立中央図書館、東京都立日比谷図書館、東京都立多摩図書館、国立国会図書館・国際子ども図書館

等の勤務を経て、2014 年 3 月退職。現在は、児童サービスを学ぶ学生や公共図書館員向けの講師等を務

める。著著に『がんばれ！児童図書館員』（2014.3 本作り Sora）、『キラキラ読書クラブ 子どもの本７

０２冊ガイド』 （2014.11 共編著 玉川大学出版部）等あり。 

課題図書：『子どもと本』（松岡享子／著 2015.2 岩波書店） 

『子どもと本』を読み、４章「本を選ぶことの大切さとむつかしさ」と５章「子どもの

読書を育てるために」のなかから、最も印象に残った部分を抜書きし、それについて自

分の考えや疑問、体験などを書いて、当日持参すること。 

 

 


